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　市の人自
　　（1月1日）

1男19・480

女　　21．166

計　　40．646

世帯数9。322
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日向市政にも
　ようやく’春の訪れが…

　　さらに大日向市建設へ努力

　　口塞市長　藤　井　満　義

明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまもいよいよご健勝で

昭和38年の新春をお迎えのことと心

からおよろこび申し上げます。
　わたしたちは新年を迎えるそのたびに何か心あらたなよろこ

びを感じないではおられません。それは新しいものには常に夢

があり、希望があるからだと思います。人口4万をこえ、日夜

成長を続けている私共の日向市は、ことしもまた更によりよい

日向市へとたゆみない発展を続けるものと信じます。

　かえりみますと、昭和37年は日向市が躍進するための大きな

足がかりをつくった誠に意義深い年でありました。農村ではこ

れという暴風雨による被害もなく’ A例年にない豊作に恵まれま
したし、一般の経済状態もまづまつの年であったと思います。

　また永い間待ち望んでいました細島臨海工業地帯の工場誘致

の念願も、鉄興社進出が具体化して、ことしの4月からは、い

よいよ工場建設のツチ音が聞かれることになりました。雲量社

は引き続き合金鉄工場建設計画も進めているようです。　’

　問題の日向延岡地域の新産業都市指定のことにつきましても

昨春以来、各位のご協力のもとに、全県民が一体とな

って強力な運動を展開しており、その見透しはきわめ

て明るいものになってまいりました。　　　　　　∵
　ともかく、日向市にも永い冬の季節が去ってようや

く春のきざしがみえたわけで、これもひとえに市民皆

さまのご協力があってこそと感謝いたしております。

しかしながら、これからはお互に考えなければならな

い多くの難かしい問題があるようです。

たとえば、折角苦労して生まれた「鉄興社」という長男をどう

育てて行くか一…。このことは次の大きな工場誘致にもつなが

るわけで、親であるわたしたち市民、あるいは県民がよほど考

えなければならないことだと思います。大企業の受入態勢を整

えるということは、決してなまやさしいことではないからであ
ります。

　．また有史以来の新産都市指定問題も、みんなの特別な理解と

・一ﾌ的な努力が絶対必要であることは申すまでもありません。

またこのような新しい郷土づくりの仕事のうちで、近郊農山漁

村の構造を改善して、みんなの高く安定したくらし向きを築き

あげるという大事業にも、やはりみなきまの智恵と努力がほん

とうに結集されなければならないでしょう。

　その他幾多の難問題もありますが、ことしも新しい数々の期

待と変ることのない誠実の誓いを新たに、平和な住みよい郷土

大日向市の建設に全力をあげて努力したいと決意いたしました

何とぞことしもよりよきご支援ご協力を切にお願い致します。

　　　　　　（写真は未来の工業都市日向市）
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は
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加
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
は
5
億
9
百
万
円
に

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
刎
議
案
を
原
案
可
決

　
　
　
　
　
昭
和
5
7
年
最
終
の
1
2
月
定
・

　
　
　
　
　
た
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で
は
次
に
そ
の
議
案
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

△
市
起
債
お
よ
び
償
還
方
法
に
つ
い
て
．
．

　
（
専
決
）

　
”
昭
和
y
年
度
公
有
林
整
備
事
業
充
当

財
源
と
し
て
2
百
犯
万
円
を
農
林
漁
業

金
融
公
庫
か
ら
年
利
4
分
5
厘
で
。

　
昭
和
3
7
年
度
上
水
道
継
続
事
業
充
当

財
源
と
し
て
1
千
3
百
万
円
を
大
蔵
省
、

資
金
運
冊
部
か
ら
年
利
6
分
5
厘
で
。

ま
た
昭
和
3
7
年
度
上
水
道
事
業
充
当
財
」

源
と
し
て
2
百
万
円
を
公
営
企
業
金
融

公
庫
か
ら
年
利
7
分
4
厘
で
。

　
そ
の
他
3
7
年
度
公
立
文
教
施
設
整
備

事
業
充
当
財
源
と
し
て
1
千
3
百
万
円

を
郵
政
省
簡
易
保
険
局
か
ら
年
利
6
分

5
厘
で
そ
れ
ぞ
れ
借
入
れ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

△
辺
地
の
総
合
整
備
事
業
計
画
の
実
施

　
に
つ
い
て
（
専
決
）

　
市
内
平
岩
か
ら
旧
の
平
に
通
ず
る
道

路
は
一
線
が
あ
る
だ
け
で
、
し
か
も
鵜

毛
か
ら
日
①
平
間
の
一
、
ニ
キ
ロ
は
け

，
唾
門
．
．
㌻
、
卜
」
h
て
；
・
．
‘
｝
霊
法
い
馨
達
、
　
奉
、

ど

わ
し
い
山
道
で
あ
り
、
そ
の
た
め
日
の

平
部
落
1
8
戸
、
百
1
4
人
の
住
民
は
児
童

の
通
学
、
患
者
の
通
院
、
災
害
時
の
救

急
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
日
常
生
活
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
早

急
に
解
消
す
る
た
め
市
道
を
開
さ
く
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
さ
く
す
る
市
道
は
夜
着
、
日
の
平

　二｝

‘

間
に
一
、
ニ
キ
ロ
で
急
坂
、
曲
線
の
補

正
を
行
な
い
現
在
の
一
、
、
五
M
嗣
～
二
、

O
騎
の
巾
員
を
四
緒
に
拡
張
す
る
こ
と

に
し
、
今
年
度
中
に
趨
主
完
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
経
費
は
5
百
1
万
1
千
円
で
す
。

．
△
日
向
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
雷
魚
に
つ
い
て
　
　
　
・

　
　
　
（
助
産
費
）

第
8
条
1
一
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

は
、
．
当
該
被
保
雌
者
の
属
す
る
世
帯
主

に
対
し
て
助
産
費
と
し
て
5
百
円
を
支

給
す
る
と
あ
る
の
を
℃
1
千
円
を
支
給

β　．　鳥

す
る
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
．
．
ご

　
　
（
葬
祭
費
）

第
9
条
1
1
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
葬
祭
を
行
う
も
の
に
葬
祭
費
と
し

て
8
百
円
を
支
給
す
る
と
あ
る
め
を
1

千
円
を
支
給
す
る
に
改
め
ら
れ
ま
し
た

い
ず
れ
も
助
産
費
五
，
Q
O
円
、
葬
祭
費

二
〇
〇
円
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
こ
れ
は
3
7
年
1
2
月
1
日

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

△
日
．
向
市
清
掃
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
に
つ
い
て
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尿
処
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数
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｛
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～
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・
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三
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二
三
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モ
一
ξ
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・
～
三
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ξ
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ぜひ新産都市の指定をうけて

　　新都日向市あ建設を
勝田狛市議会議長
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　　　　　　　　　　　　　昭和54年4月地　　宮崎県多年の念願である後進性を馬脚

　　　　　　　　　　　　方選挙が行なわれ・するのにも、是が非でも日向延岡地区が

　　　　　　　　　　　　5月議会の構成も、ての指定を受けなくてはということで、

　　　　　　　　　　　　なり、新市長も誕　挙県一致の体制のもとに指定運動にのり

　　、　　　　，　　生してはやことしだしたのであります。
の4月で任期満了となります。過去の市政を　　関係地域では航住民の一致団結（うむ

　ふりかえってみますと・目まぐるしい4年聞．とに新産業都市指走促進期成向盟大会を

ではありましたが感慨深いものがあります。　開き藤井市長を会長1こ宣言決議を行ない

　　市議会はつねに本来の使命に立脚して、・市　自動車パレ＿ド等で気勢をあげ、この熱

　民の福祉と生活の四王を念願しながら当局と　望を中央に反映させました。そのかいが

不離一体の体制のもとに・厳正公平な立場をあって細鵬海工業地帯の良さ、蛎…民
堅持し・慎重を期し・是非を充分検討し、市　の熱情が中央で再認識され、河野建設大

難にこたえるよう努力レて納まし嚢灘講燕職灘
　　ご承知のように日向市の立場は他市にくら　には、地方工業開発審議会の指定基準に

べて将来に大きな期待が寄せら杁全般にわ　も日向延岡地区が該当することがはっき
　たって躍動がみなぎりつつあり・そうした条．りし、「当地区の指定はほぼ～ね％確実とい

戸件のもとに施行される市政も・また他市と異　う点まで達しました。　これもひとえに

　つた面があること’も当然と思います。　　　市民の皆さまのご理解あるご協力があっ

　　限りある財源でこうした難関を切りぬける　てこそと感謝しています。
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謬
．
親
魏
紛
酷
薄
雛
郵
駅

　
　
　
会
計
、
特
別
会
計
の
最
終
予
算
総
額
は

・
　
　
一
般
会
計
1
1
4
億
3
千
3
百
4
7
万
4
千

響
　
8
三
等
・
　
　
’

辱　
　
　
特
別
会
計
1
1
1
億
2
千
2
百
豹
万
8
干

轡
．
　
　
　
　
5
百
器
円
と
な
り
、
一
般
会
計
、
特

悩．

@
　
別
会
計
の
合
計
は
5
億
5
千
5
百
8
7
万

響
　
　
　
3
千
4
百
1
8
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
ま
た
こ
れ
を
前
年
度
（
関
口
、
年
度
）

　
　
　
　
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
合
計
総
予

　
　
　
．
算
額
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
の
1
億
7

搾
ザ
・

驚
、
　
　
ギ
・
6
百
刀
万
千
5
8
円
の
増
加
と
な
り
、

羅、　
　
　
4
、
6
6
％
の
伸
び
を
し
め
し
て
い
ま

　
　
　
す
。

　
　
　
　
酪
年
度
は
再
建
団
体
を
返
上
し
て
か

糊
」
、
・
　
ら
よ
う
や
く
一
年
目
、
そ
し
て
こ
う
し

饗．

蘭
ﾙ
思
舗
魏
鑓
罐

　
　
　
ら
も
そ
の
予
算
規
模
は
年
々
伸
び
て
き

麟
∵
．

　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
で
は
、
こ
の
5
億
5
千
円
と
い
う
よ

　
騰
総

量
縄
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

一
般
会
計
2
百
5
0
万
2
千
円

特
別
会
計
千
百
2
万
2
千
円

＼

ヘ
ノ

￥

の
黒
字
決
算

14

~
、
歳
出
決
算
額
は
3
億
8
千
8
百

醇
万
3
千
7
百
％
円
、
差
引
き
は
2
百

50

怩
Q
千
2
百
田
円
の
黒
字
に
な
っ
て

い
ま
す
。

△
特
別
会
計

粋
．
「

　
’
　
　
　
　
　
　
●

、
、

　
手
応
市
上
水
態
蒋
別
会
計
、
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
な
ど
特
別
会
計

の
総
歳
入
決
算
額
は
1
億
2
．
磨
き
百
砺

万
5
千
5
百
％
円
、
総
歳
出
決
算
額
は

1
億
1
千
2
盲
判
万
3
千
4
百
1
5
円
で

．
差
引
き
1
千
百
2
万
2
千
百
重
創
黒
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
一
般
会
計
、
特
別
会
計
を

あ
わ
せ
ま
す
と
1
干
3
百
駿
万
4
千
4

百
虚
円
の
健
全
な
黒
字
決
算
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
．
な
お
霧
笛
、
会
計
別
の
決
算
は
次
の

表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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1
α
一

二

66．614．56

1i．334．650

24．106．3

17．81乙

　429．07

2．265．421

29．904．876

13．639．125

0

96．

3〔〕．

豆60，

可　97．

鬼
97．

未…蜘

土地､謙畑べ噂嘉
＝業金み行でる模府さと
嚢のをなないよではけし農
婁三目さつまうあ土ばて業．

1髪騒酷暑ぞ三冠
はれ進ま資隼も寝い条改

　げ㌧㌧　　　　　　．「L

　　葦
’　　嚢

　　．ミ・

11．025．95

68．155．76

16．940．59

68．409．04

58．075．04

く．
づ　　

、

　
．
農
業
構
造
改
善
の
ひ
と
つ

と
し
て
土
地
条
件
の
整
備
が

さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
政

府
は
土
地
改
良
事
業
が
小
規

模
で
あ
っ
て
も
有
利
に
で
き

る
よ
う
に
と
年
利
3
、
5
分

で
い
ま
そ
の
資
金
の
融
資
を
．

行
な
っ
て
い
ま
す
。
農
家
の

み
な
さ
ん
が
進
ん
で
こ
の
資

金
を
利
用
さ
れ
土
地
改
良
事

業
の
伸
展
に
よ
っ
て
合
理
的

な
農
業
の
経
営
を
は
か
ら
れ

ゐ
鑛
三
顧
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ド
」
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‘
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1

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
．
r
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覧
　
　
　
・
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
！
、
・
」
ニ
　
　
レ

上
げ
で
序
い
ま
ま
で
ふ
ん
屠
一
橡
・
（
刀

・
0
5
諺
）
に
つ
い
て
1
5
円
徴
収
し
て
い

た
も
の
を
、
ふ
ん
尿
一
斗
（
1
8
認
）
に

つ
い
て
1
5
円
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
・

し
た
。

　
な
お
こ
れ
は
甜
年
1
月
1
日
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
　
　
・
　
、

△
昭
和
5
7
年
度
日
向
市
一
般
会
計
歳
入

‘
歳
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
。

　
歳
入
の
部
で
は
既
定
予
算
額
4
億
9
．

千
2
百
m
万
5
千
円
に
対
し
て
、
追
加

額
は
1
千
8
百
9
9
万
2
千
円
、
更
正
減

額
百
ω
万
円
で
差
引
1
千
7
百
5
9
万
2
．

千
円
の
純
追
加
、
ま
た
歳
出
の
部
で
も

既
定
予
算
額
4
億
9
千
2
百
m
万
5
千
　
　
，

円
に
対
し
て
追
加
額
2
千
百
娼
万
7
千

円
、
更
正
減
額
4
百
9
万
5
千
円
で
、

差
引
1
干
7
百
豹
万
a
千
円
の
純
追
加
・

と
な
り
、
歳
入
歳
出
之
も
そ
の
予
算
規

模
は
5
億
9
百
θ
万
7
千
円
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
な
お
、
酪
年
度
日
向
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
と
特
別
会
計
歳
入
歳
閏
決

算
は
立
言
の
「
決
算
報
告
」
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
リ

出
算

『昭和3φ年度一般会計決算状況

岳算額決算額陣率
107．540．000

500．000

100．250．000

弘496。500

2．453．

200

111．628．酪　105．

443．900

101．OZ～．000

15．541．091

2．530．

0

147．9

100．

44．

94．

未執行

8．737．200

85．778．000

12．103．100

t157．300

㎜
、6．526．000

16．582．

57．550．000

4ヨ3．474．

議会費

9．725．17

79。181．19

遡
3．200．900

市役所費
消防・費
土木費
教育費
社会一
働施設費

111

些些山農
産業経済費

　●財産費92・統計調査費
88．

276．

01未執行

6．526乏⑳

17．546。1

33700000

591．196．014

100．0

、104．

58

90．2

選挙費
公債引

回予備費
合　 計

11。052．800

68．913．190

17．091．000

69．甜1．000

58．525．200

68．675．100

57。189．765

26．129．260

29．547．600

434知0

2．3雪4．800

50．489．300

13．924．885

　86．795

433．474．895

額1決
比
翼，

齢
税　
　
業
入
金
金
品
料
料

購
齢
量
懸
絶

　
　
、

海
翻
整
葦
簾
・

金
魂
金
入

出
入

度特許

馴
駿
脳
聖

　
6

巻
筆

魏
鰯
駿
鎚
価

　
　
　
　
　
　
2

⑳
㎜
　
　
・
8
0
0
0
如
　
㎜
鴻
㎜

5
蜘
兜
盟
　
　
弓
隠

　
　
『
》
5

　
　
9
0
烈
蛎

麗
麗
糾
o
o

　
　
4

珊
箔
姻

刀
黒

蓋
枷
㎝
o
o
o
o
㎜
沁
o
o

6
5
蜘
乾
宏
9
弱
箔
㎜

刀
1
7
5

合

欝
欝
．
駝
欝
欝

　
日
向
市
立
図
書
館
で
は
、
一
月
中
の

巡
回
文
庫
を
次
の
日
ど
り
で
開
設
し
ま

す
。
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
2
1
日
（
江
良
、
畑
浦
、
堀
一
方
、
細

　
島
）
、
差
日
（
別
府
、
田
の
原
、
落

　
鹿
、
高
松
、
石
並
）
　
2
3
日
（
幸
脇

　
遠
見
、
比
良
、
山
下
）
　
2
4
日
（
金

　
ケ
浜
、
鵜
毛
、
本
村
、
曙
）
　
ゐ
日

　
（
奥
野
、
永
田
、
日
高
）
　
％
日

　
ハ
亀
崎
、
薦
町
、
花
ケ
丘
）

　
ま
た
十
ご
且
申
に
新
刊
「
日
本
文
学

全
集
」
　
「
社
会
科
学
大
辞
典
」
　
「
学
生

百
科
大
辞
典
」
な
ど
百
十
七
冊
も
購
入

し
み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い

毒
・

薙
，

瓦

1

尼

’

　　　・曾，風

。＼ D謡繍鹸

る
よ
う
之
こ
に
そ
の
あ
ら
ま
レ
を
紙
介

し
ま
す
。

△
対
象
事
業
1
1
④
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
（
溜
池
、
機
械
用
排
水
、
水
路
、
畑

　
地
か
ん
が
い
）
　
＠
耕
地
整
備
（
区

　
画
整
理
、
暗
渠
排
水
、
客
土
、
農
道

　
床
締
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
畦
畔
）
　
《
）
4

　
農
地
造
成
（
開
田
、
開
畑
）
な
ど
。
“

△
条
件
1
1
年
利
3
、
5
分
、
3
面
す
え

　
お
き
の
1
5
ケ
年
償
還
。
　
　
　
　
　
　
　
、

　
市
役
所
で
設
計
書
の
作
成
、
融
資
手

　
続
な
ど
事
務
の
指
導
も
行
な
い
ま
す
　
　
　
・

の
で
ご
希
望
の
方
は
農
林
課
へ
お
申
込
　
・

み
く
だ
さ
い
。
市
内
で
す
で
に
こ
の
資

金
を
利
用
し
て
区
画
整
理
な
ど
し
た
地

区
は
、
赤
岩
の
区
画
整
理
事
業
、
庄
手
，
．
．

の
区
画
整
理
事
業
、
財
光
寺
の
客
土
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
く
わ
し
い
・

こ
と
は
市
農
林
課
耕
地
係
へ
お
た
ず
ね
．
．

く
だ
さ
い
。

　
　
　
ぜ
ひ
幽
度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
農
．
業
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
日
向
市
選
管
事
務
局
で
は
昨
年
十
二

　
　
　
月
一
日
現
在
で
旧
向
市
農
業
委
員
選
挙

　
　
　
人
名
簿
を
つ
く
り
ま
し
た
の
で
、
農
家

　
　
　
の
皆
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

　
　
　
ま
し
た
。

・
　
　
こ
の
名
簿
は
こ
と
b
の
三
月
五
日
か

　
　
　
ら
翌
年
の
三
月
四
日
ま
で
の
農
業
委
員

　
　
　
選
挙
に
使
わ
れ
孔
名
簿
で
す
。
農
禦
の

　
　
　
皆
さ
ん
は
自
分
の
名
前
が
の
う
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
か
ど
う
か
一
度
ご
ち
ん
に
な
り
確
か
の
．

　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
名
簿
を
お
．
み
せ
す
る
場
所
と
日
ど
り
．

　
　
　
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
こ
の
期
間
、

　
’
が
異
畿
の
申
立
て
期
間
に
も
な
っ
て
い

　
　
　
ま
す
の
で
異
議
の
あ
る
方
は
そ
の
都
度
　
．
・

　
　
　
申
ル
出
て
ぐ
だ
さ
ひ
．
＼

　
　
　
日
時
ど
場
所
瀞
齢
皆
目
↓
十
日
～
二
月
三

　
　
　
　
日
ま
で
、
日
量
．
歪
柱
務
局
で
。

．
ず
『
オ
一
N
ゾ
∴
・
．
デ

　
　
ぎ
“
一
、
　
　
戸
　
．
㌧
4
『
¢
　
　
F
」
し
彫
一
陰
；
　
　
一
層
　
”
．
　
「
一

引で



鷲三二饗饗鱗
禦ご誓；i

讐
」

肇
r

お
ご

罫
．

響
．

隣傷撃『ぜ
や署

婚
．
」
、
‘野騨騨饗鞭三七響警

騨年9短鯛騨硬棚

讐
∵
∴

縮
M
屠
、
「
．
：
．

野
」
、
」

、
　
，

．

ノ
ブ

曹

n
媚
霧
二
百
劉
ロ

　
細
島
臨
海
工
業
地
帯
の
県
営
工
業
用

水
道
起
工
、
式
は
、
先
月
十
一
日
、
細
島

臨
海
工
業
地
帯
第
一
区
の
一
本
松
で
行

層
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
こ
の
工
業
用
水
工
事
は
、
・
東
郷
村
中

の
原
か
ら
取
水
し
、
全
長
九
千
二
百
五

十
摺
で
鉄
管
と
ず
い
道
で
細
島
臨
海
工

業
地
帯
へ
工
業
用
水
を
お
く
る
も
の
で
，

す
。
第
一
期
工
事
費
は
十
三
億
円
で
、

昭
和
三
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
完

成
し
ま
す
。

　
供
給
量
は
、
第
一
期
で
十
二
万
五
千

ト
ン
（
一
日
）
で
す
が
、
ず
い
道
を
は

じ
め
基
本
設
計
は
す
べ
て
二
十
五
万
ト

ン
で
西
日
本
一
の
規
模
を
も
ち
、
将
来

細
島
地
区
に
建
設
さ
れ
．
る
工
場
群
の

〃
血
液
〃
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
全
水
道
の
う
ち
四
千
九
百
μ
川
が
ず
い

道
（
高
さ
、
巾
と
も
一
．
・
母
材
）
で
取

水
口
の
取
水
量
は
二
十
穴
万
七
千
五
百

ト
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
第
一
期
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、

引
き
続
い
て
三
十
九
年
度
か
ら
二
期
工

事
（
七
億
円
）
に
と
り
か
か
り
、
同
じ

十
二
万
五
千
ト
ン
の
導
水
管
を
敷
設
し

四
十
年
度
ま
で
に
は
第
一
次
計
画
の
二

十
五
万
ト
ン
用
水
道
を
完
成
し
ま
す
。

　
　
　
（
写
真
は
工
業
用
水
起
工
式
）
、

一騨

O
「
呂
三
曹
邑
一
二
二
一
一
三
三
三
三
一
一
三
二
一
三
一
一
三
二
言
一
三
＝
三
冒
二
三
一
二
一
三
三
三
＝
「
＝
一
三
二
一
三
三
三
一
層
一
一
三
＝
ミ
三
二
一
一
三
「
一
一
三
言
三
＝
三
「
［
三
一
言
三
言
二
三
三
7

　
　
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
宮
崎
県
火
災
共
済
組
合
は
、
昭
和
訓

　
年
1
2
月
に
大
蔵
省
、
通
産
省
の
認
可
を

　
受
け
て
か
ら
順
調
な
歩
み
を
つ
づ
け
、

　
昨
年
1
0
月
末
で
契
約
高
が
1
6
億
7
千
万

　
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
さ
ら

　
に
勿
億
円
の
契
約
を
目
標
に
、
い
ま
契

　
約
目
標
達
成
特
別
運
動
を
行
な
り
て
い

　
ま
す
。
こ
の
組
合
は
、
み
な
さ
ん
も
ご

　
存
知
の
よ
う
に
中
小
商
工
業
者
の
相
互

　
扶
助
、
福
利
増
進
を
は
か
る
目
的
で
で

　
．
き
た
も
の
で
、
組
合
員
が
火
災
に
あ
っ
．

　
た
と
ぎ
保
険
金
を
支
払
う
よ
う
に
な
つ

　
‘
て
お
り
、
中
小
商
工
業
者
な
ら
ど
な
た

　
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
　
共
済
金
（
保
険
金
〉
の
契
約
は
1
0
万

　
円
か
ら
百
駒
万
円
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
．

　
動
産
、
・
不
動
産
に
対
し
て
契
約
で
き
ま

　
す
。
な
お
保
険
金
1
0
方
円
に
対
し
て
の

　
一
ケ
年
間
の
掛
金
は
次
の
と
お
り
で
す

　
　
一
般
物
件
1
1
四
二
〇
円
（
保
険
会
社

　
五
〇
〇
円
）
、
．
　
　
．
－

　
　
住
宅
物
件
開
一
一
癒
O
円
（
保
険
会
社

’
　
　
　
　
．
μ
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
砲
．
・
・
　
－
ウ

　
・
P
9
・
・
　
　
　
　
亨

」
三
五
〇
円
）
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
有
利
な

点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
県
火
災
共
済

組
合
（
T
E
L
7
5
7
2
）
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
、

　
　
　
い
ま
新
有
権
者
の
感
想
文
を
募

　
　
尊
し
て
い
ま
す
。
文
の
内
容
は
、

皇
新
里
馨
と
し
て
の
民
主
政
治
、

．
蔓
と
く
に
選
挙
に
対
す
る
自
覚
を
内

文
開
容
と
し
た
も
の
で
、
標
題
は
自
由

想
開
で
す
。
　
　
　
’

魑△
�
l
百
藷
原
稿
用
紙
＋

轟
羅
噸
棚

　
　
△
提
出
先
一
1
東
京
都
千
代
田
区
霞

　
　
　
ケ
関
一
の
二
、
自
治
省
選
挙
局

　
　
　
管
理
課
、

　
　
ふ
る
っ
て
で
嬉
募
く
だ
さ
齢
。
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

’

　
　
　
日
向
市
福
祉
事
務
所
は
、
い
ま

騰
羽
重

福趾事務

仕
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
引
揚
者
給
付
金
、
遣
族
年
金
、

児
童
扶
養
関
係
、
生
活
保
護
、
社

会
福
祉
協
議
会
関
係
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
福
祉
事
務
所
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

◆
◆
◆
◇
◆
◆
◇

国
民
年
金
あ
れ
こ
れ

　
　
◇
…
福
祉
年
金
を

　
　
　
　
　
受
け
て
い
る
人
へ
…
◇

　
◎
未
支
給
年
金
の
請
求
時
効

　
　
老
令
年
金
等
福
祉
年
金
を
も
ら
っ
て

　
い
る
人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡

　
後
で
も
未
支
給
年
金
が
請
求
で
き
る
こ

　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
届
出
が
お
そ

　
く
な
り
ま
す
と
六
ケ
月
で
時
効
と
な
り

　
も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
◎
公
的
年
金
と
の
併
合
r

　
　
昭
和
ワ
年
1
0
月
1
日
目
ら
法
の
改
正

．
で
公
的
年
金
と
福
祉
年
金
は
と
も
に
も

　
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
恩
給
は
二
万
四
千
円
ま
で
の
人

　
扶
助
料
は
七
万
円
ま
で
の
人
で
戦
争
公

　
務
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
◇
…
成
人
さ
れ
た
方
は

　
　
　
　
国
民
年
金
加
入
該
当
者
…
◇

　
　
国
民
年
金
法
第
七
条
で
満
二
十
才
と

　
な
っ
た
日
か
ら
被
保
険
者
と
す
る
。
．
と

　
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
と
し
成
人

　
さ
れ
た
方
は
全
部
該
当
し
ま
す
の
で
、

　
早
目
に
市
民
課
年
金
係
へ
届
け
で
て
く

　
だ
き
い
。
な
お
高
校
、
大
学
（
た
だ
し

　
夜
間
部
は
除
く
）
在
学
者
、
勤
め
て
い

　
る
人
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

　
ル
て
い
る
人
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
わ
か
ち
な
い
こ
と
が
あ
ヶ
ま
し
た
ら

潤
民
営
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
ヤ
．
〃
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

」
」
寝
〉
∫
・
一
　
　
引
、
へ

皇

す
ぐ
血
た
種
藤
を
導
λ

．
そ
の
塩
鱒
ラ
ン
ド
レ
τ
ス

　
こ
の
ほ
ど

「
畜
産
、
セ
ン

タ
ー
」
．
に
川

南
種
畜
場
か
」

ら
英
国
系
ラ

ン
ド
レ
ー
ス

種
雄
豚
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
豚
は

昨
年
県
が
英

国
、
ス
エ
ー

デ
ン
等
の
原

産
地
か
ら
導

入
し
、
川
南

種
畜
場
で
育

成
さ
れ
た
優
秀
種
豚
で
す
。

　
こ
の
豚
の
配
合
目
的
は
、
い
ま
評
判

の
発
育
が
早
く
、
肉
質
の
良
い
一
代
雑

豚
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
よ
り
、
い
つ

で
も
人
口
受
精
を
行
な
い
ま
す
が
、
ヨ

ー
ク
シ
ヤ
｝
種
バ
ー
ク
シ
や
種
の
登
録

豚
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
農
協
預
託
豚
を
対

象
に
行
な
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
豚
に

つ
い
て
も
特
別
な
場
合
は
人
口
受
精
を

行
な
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
電
話
（
畜
産
セ
ン
タ
ー
4

ゆ
7
6
番
）
で
結
構
で
す
が
、
大
体
の

発
情
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
仔
豚
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
飼
育

管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
係
員
が

指
導
い
た
し
ま
す
コ

　
　
畜
産
共
進
会
開
催

　
県
内
畜
産
共
進
会
が
Z
日
日
向
市
の

家
畜
市
場
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

．
し
た
。

　
ご
ら
ん
に
な
る
と
参
考
に
な
る
点
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
多
数
お
い
で
く

ゆ
　
　
　
　
ヘ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

泥
さ
喝

〆
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